







































ところで， 先に筆者は， 『市場史研究j第26号（市場史研究会編集, 2000年12月）に「明治
二○年代の仙台における青物市場の再編一新聞記事を主な史料として－」という小論を執筆
した。それはサブ・タイトルに掲げたように， 当該期に仙台で発行きれていた新聞（｢奥羽日日








おくと．仁昌諦lE~‐・ 「『宮城県食品市場規則」公布下の仙台市の青物市場」 (｢Iij場史研究」第22号． 市場史




関する研究｣．平成14年腱～16年腱科学研究費補助金研究・基盤(B) -･般(--) ･研究成果報告稗， 研究
代表者岩本由抑, 2005年3月) . 同「仙台市と宮城郡七北田村荒巻・北根の合併」 (i市史せんだい』Vol.15,
仙台市博物館． 2帥5年9月)， 同「明沽二○年代の仙台における青物市場の再縄一新聞記ﾘIを-1乞な史料と

































4） この規則は全51条から成る。その全文は． 「仙台市史資料編5 近代現代l 交通建設」 （仙台市史輻さ
ん委員会編, 1999年3II )の12～16ページに掲栽されている。ちなみに． この規則は‘ 明治19 (1886)年
6月14日に内務街訓令第7号で出された「街路取締規則標準」に即して作成されたものである。この「街






















































































































































































































































































｢明治十八年法令全書下巻」 （内閣宵報局) ~ 34～65ページ．
｢青物問屋新設|則盟調印」 （｢明治十八年ﾉLI1 1－ﾉ《H青物問屋会社新設1I]合六冊ノ内｣). I小西家文瞥｣． 目
録番号： 2－12､ 明治18 (1885)年9111611,
｢青物問屋新設同盟六冊ノ内｣‘ 「小西家文割． 目録番号： 2－2‘ 明治18 (1885)年91113日。
｢青物市場設侭定約」 （｢青物問屋新設同盟六冊ノ内｣)， 「小関家文普｣~ n録番号苫 2－2． 1ﾘlitl8 (1885)
年9月131]｡
｢青物問屋新設同盟調印」 （｢明治十八年ﾉL月十六日青物問屋会社新設申合六冊ノ内｣)， 「小西家文普｣． 目






















































資料： 「仙台が物IIj｣ル|)Hiltl則係文f!｝」 （｢小|fV家文普｣, II録辨り"6-1 ' |ﾘlifi20年(1887)年） に掲峨されてい
るIXIJg l)作成，
注） この凶の1 ' 1に「lli地ハ|HI道ニシテ人凡坪数I川！'i坪ナリ‘ 則甲地ハ魁迄F4j物'li場也｣． 「己地ハ宅地ニシテ'五l道ヨ






市場」 と呼ばれ, その総代人は針′t与兵術が務めていた‐ このグループは、明治20 (1887)年5
月26日, 1111台区民十文'洲笥介に対して. 6月7日までに当該地に移転して「是迄ノ通り青物市場
開市仕恢」という |~j'r物IIj場移転御1曲」を提出している」 しかし611711当ljは「降雨二而，常
繕等出来兼峡， 就lil脅本jll - /I:Hヨリ過日御届申上置候地所へ移転仕候間、此段日延御届奉申上
候」として. 6111511まで延期することを申し出ている。 とはいえ． その期Hの3I1前の6月12
もっとも． 明論19 ( 18861 年6jl4 1 1に針生椎|-郎と小関栄蔵の2塙から． 密城県令松平眼直に対して‘
この肖物IIj場越‘没〕幸雄地ﾘ)幣附のため． 膜瀬川の瞳瀬橋付近から砂利を採取させてほしいという 「砂fl｣被
ﾄﾞ腱噸」がH1されているため(｢i''I原町訂物IIj場新設関係・資料綴・砂ｷﾘ被ﾄﾞ嘆願｣‘ 「小西家文昔』 ll#































以上の3つの文鍔は， 「背物問屋会社新設申合｣， 「小西家文書｣， 目録番号： 2－6‘ 明治20 (1887)年6
丹に収められている。
｢仙台青物市場|淵設関係文書・市場移転関係｣‘ 「小西家文書｣， 目録番号： 6－1, 明治20 (1887)年6月
19日。
資料がなかったため‘残念ながら‘ この'li場の場所は特定できなかった。
｢青物市場祝辞｣． 「小西家文普｣､ H録播号: 3-4,明治20 (1887)年6月28日。















































































18) 「上下青物市場を閉期し新市場会社設立に|則する文沓｣． 「小西家文醤｣. 11録稀号: 4-15, 明治20(1887)
年8月7日。


























｢定約証と邪」 ・ 「刈原町市場隔日開業定約証｣， 「小西家文普』， 目録番3･ : 2-10､ IJI治20 (1887)年，
同'1。
｢上下青物市場を閉場し新市場会社設立に関する文書j. 「小I呵家文排｣， 卜|録番号: 4-15, 明治20 (1887)
年9凡






































24） 「特別定約証｣． 「小西家文瞥｣， 目録番号： 2－6，明治20 (1887)年9月。
25） 「仙台青物市場開設関係文瞥｣， 「小両家文書｣， 目録番号： 6－1 ． 明治20 (1887)年10月。
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に， やはり 「一荷金三厘， 一車馬金八厘」であった。
(4) 「宮城県市墹取締規則」の公布一明治20 （1887）年11月16日一
2つの青物市場の合同による新設市場の開業という結果を待っていたかのように， 同年11月16
日には， 「宮城県市場取締規則」 （県令81号）が公布された。この規則は，昭和3 (1928)年6月
26）藤原勉氏は． 「｢中央市場の義は関係無」 しというのは， 上~ド市嶋が合|‘1して河原町中央部に出来た市場の
外に， 中央市鞘というものがI由i策きれていたのかもしれない。それとは関係ないというのであろう」 （｢河

















































(1 ) 「青物市場会社」の設立と市場入場料の増額一明治21 （1888）年3月～5月一
明治21年3月8日，河原町中央部に新設の青物市場の会社である「青物市場会社」の規約が作
成された。それには． 当社の青物市場を「公衆ノ売買所」とすること （第3条)． 当社は資本金
を2千円の株式会社とし，株券を当社の社員より募集すること （第4条)． その資本金を青物市
場の地所．建物の購入をはじめ創立の一切の費用に充てること （第5条)． 当初の事務の一切を









29） このことについては， きしあたり，伊藤滴次郎口述「仙台昔話電狸翁夜話（復刻版)1 (1990年11月）の426
～427ページを参照されたい。




31) なお， この時期の全国の市場取締規則の検討を行った中村勝は． 「明治二○年（一八八七）宮城県市場取扱
心得第一項では， 「市場」に対してより詳細な定義を与えて，規制の対象市場は，営業背が申し合わせた｢|j
場であること．常設であること， 魚または青物の競売ilj場であること． などを要件として‘ 初めて生鮮食
料品卸売市場たることを明文化した」とし．大きな膝史的意義を有していたとしている。

































33） この史料は. I大竹家文書」 （仙台市民図書館所蔵）に収録されている。明治21年という発行年だけしか記
されていないが， 内容から判断すれば， 同年4月頃に出きれたものと考えられる。




































35） 「臨時会議開髄申込誓｣． 「小西家文許｣． 目録番号： 4－7，明治21 (1888)年11月21日。
























37） 「青物市場仮規則｣． 「小西家文替｣‘ 目録番号？ 10－1 ．明治24 (1891)年10月。
38） 「青物市場方法｣， 「小西家文啓｣， 目録番号: 10-2.明治24 (1891)年10月。
39）長町市場の開設構想は､明治23年頃からみられたようである。例えば， 「名取郡誌」 （名取教育会謁,大正14年）
の「長町青物市場」の項には． 「明治二十三年郡長守屋孝章氏， 同町今野栄治氏奔走尽力し，仙台市より独
立したる市場を設けんとする識あり」 （244ページ） という記述がある。 また， 「昭和三年以降市嶋に関す

































43） 「青物市場株主岩井長太郎所有株に関する文普｣， 「小西家文誉｣， 目録番号: 11－6,明治25 (1892)年3月
20日。なお，岩井長太郎自身も，河原町・新河原町の住民に対して， 明治25年3月23日, 24日, 25日の「東
北日報」で｢私所有の仙台市河原町青物市場会社株券悉皆売却仕候間御希望の御人は下名迄御来談あらんと」
と呼びかけている。


































45） ちなみに， この市場の開設に尽力した阿部太平は． 大竹左右助宛の手紙で「曽テ出願中ナル青物市場ノ件
ハ最早御許可相成候事二結局仕候間御安神可被下候」 （｢大竹家文普｣,仙台市民図書館所蔵）と報告している。
46） このことに直接言及した史料はないが” 「仙台市の発展とともに」 （仙台市中央卸売市場30周年記念誌，
1991年3月）に収録きれている「明治40年名取郡役所の記録」の中で，長町市場に関して「売買者手数料
及び徴収法」－「なし」としていることでも明らかであろう。
47） このことに関しても直接言及した史料はないが． 長町市場の維持賀の負担をめく．り， 名取郡内の出品町村
間で産々トラブルが起きていたことを想起するだけで十分であろう。ちなみに，そのトラブルに関する「河





ざるを得ないことは． ある意味では当然のことであった。 ここでは． 2つの出来事に注目してお
きたい。
1つは， 明治14 (1881)年10月25日に「内田雅次郎以下十八名」が「針生与兵衛以下十二名」
に宛てて発行した｢定約証｣をもとに‘ 「違約金｣を徴収しようとする動きである。その証書には｢今
後各村ヨリ何様有之候共，長町村二於テ，此末青物市場相設ケ申間敷候，若万々一右市場相設候
節ハ，無論金四千円違約金トシテ相償上可申候」と書かれていたからである481。このことにつ
いて， 明治25年7月3日の『奥羽日日新聞」は． 「今回長町駅に名取市場の名称を以て開設せし
かば，河原町市場にては大に激昂し，名称こそ異なれ長町駅に開設せしものに相違なれば此上は
規約（定約証のこと……引用者）に基き違約金請求の訴訟を提出せんとて過日来より研究中なり
しが，既に準備も整いたれば不日大紛擾を見るに至るべしとの事なり」と報道している。
その後然るべき準備がなきれ，明治26年6月末になって「彌々訴訟を提起することに決定し
た」 （『奥羽日日新聞』明治26〔1893〕年6月27日） という。この裁判の詳細は明らかではないが，
「東北日報」明治26年11月10日の記事によれば， 「当市河原町青物市場と名取郡長町市場の紛擾
は終に訴訟にまで及び長町市場の敗訴に帰した」と報じられているから，やはり違約金4千円は
支払われたのであろう。それにもかかわらず． 同記事によると，長町市場は「猶も競争を試みん
とて．依然市場を開市しつつあり」とされているから，敗訴にもかかわらず．河原町市場との競
争に敢然と挑んでいったようである。
もう1つは．河原町市場の市場税の軽減を求める動きである。これは．長町市場が開設した直
後の明治25年6月末に， 「仙台商業会議所議員小林八郎右エ門外十三名より河原町市場の衰微を
救済せんが為め，同会議所に対し，同会議所の名を以て河原町市場税の引下を其筋へ懇願するか．
若しくは河原町市場同様に引上られんことを請願せんとする建議書を提出したり」 （『東北日報」
明治25年6月30日） というかたちでスタートした。それは「河原町市場は日税六十銭なれども，
長町は市外なるを以て日税三十銭」 （同上） という状態では，河原町市場が長町市場に対して不
利になるのは目に見えていたからである。
その後． この建議は仙台商法会議所の決議を経て， 7月13日に宮城県に提出きれ（『東北日報』
明治25年7月14日) , 8月30日には早川智寛商法会議所会頭より遠藤庸治仙台市長に提出きれた。
それが以下の史料である。長文であるが,それまでの経緯にも言及している興味深いものなので，
あえて全文を紹介することにする。
仙台商業会議所会頭早川智寛本所ノ決議二遵上謹テ建議ス，市内河原町ノ儀ハ古来青物市場
ヲ開設シ市内ノ需要ヲ充シ来候処．過ル十二年初テ市場税ヲ賦課セラレタル時，右費用ニ充
48） このことについては．仁昌寺正一〃地方税規則」公布下の青物市場の紛争」 （｢市史せんだい」V01.14,仙
台市博物館， 20()4年7月）を参照きれたい。
20 -124-
明治20年代仙台の青物市場一「小西家文瞥」による検討を中,L,に－
ル為． 出品人ヨリ其出品数二応シ夫々費用ヲ徴収セシ為メ出品人ノ感情ヲ傷上産地ノ者共申
合セ名取郡長町へ新ダニ開市シ河原町市場へ出品セサルヨリ自然廃場ノ姿二相成り古来近隣
各町ノ住民該市場ノ余沢二拠り生活シ来レル小昧ノ者共迷惑不少，弦二於テ長町ハ開市セル
者へ示談ヲ遂ケ河原町ヨリ右開市費ノ償トシテ金員ヲ与へ長町ニテハ永代開市セス‘ 河原町
ニテハ永代入費ヲ徴収セサルコトヲ約シテ其局ヲ結ヒタリ．下リテ十八年二至り従来道路二
於テ開市シ来候処，街路取締規則施行ノ際二当り端ナク町内二紛議ヲ生シニ派二分裂シ同町
内上下両所二開市互二競争ヲ試ムルニ至しり，此時二当り岩井長太郎等深ク町内ノ不利ナル
ヲ悟り有志申合セ中裁ヲナシ中央便宜ノ地ヲ選ミ株式組織トシテ開市シ出品人ヨリー車若ク
ハー駄若干ノ入場料ヲ徴収シ日税其他ノ費用ニ充テ余アレハ株主へ配当シ来しり．然ルー其
徴収方法宜キヲ得サル力為メ又々産地出品人ノ感情ヲ傷上過般来再旅上長町へ開市シ河原町
市場へ出品セサルヨリ是レカ回復ヲ計ルカ為メ今般河原町新河原町両町ニテ岩井長太郎ヨリ
市場二係ル地所等買受ケ両町共同市場トナシ其ノ費用ハ都ヘテ両町有志ノ負担トシ市場税及
上付加ノ市場税上納ノ為メ日々人ヲ派シテ両町有志ヨリ取立居候へ共．何分負担二堪へサル
ノミナラス既二共同市場ト相成り候上ハ各自一個ノ営利的事業二無之候間付加ノ市税免除
之儀当会議所ヨリ具状致呉候様鹿野利八郎外二十一名連署ヲ以テ請求有之二付， 当会鵠所ハ
人ヲ派シテ実地ヲ鯛査セシメタルニ該市場ノ盛衰ニ依り右両町ノ商況二至大ノ関係ヲ有シ，
特二両町住民ノ休戚二関スルノミナラス，延テ近隣各町ノ商勢二影響及ス少々ニアラス，尤
モ該件ハ表面ヨリ観察スル時ハ市内全般ノ利害二関係ヲ及ホサル者ノ如ク相見得候得共，其
実決シテ然ラス市内一般日要必需ノ物品市場ニシテ軽々看過スヘキニアラス，今日ノ形勢ニ
シテ放圏セハ其維持二苦ミ遂二市場ノ効用ヲ失上市内需要者ノ不便ヲ来タスノミナラス延テ
商業上二衰退ヲ来スノ恐レナシトセス，故二付加税ヲ免除シテ之力保護ヲ与ヘラルルハ相当
ノ儀卜思考致候将タ日税ノ如キモー橋ヲ隔ルノミニテ六拾銭卜三拾銭ノ相違二付，右引直
之儀過日間知事ヘモ建議致候筈二有之候得共， 目下ノ形勢傍観坐視スヘキ儀二付， 商業会議
所条例第四条ヲ遵奉シ及建議候間．至急免除之御詮議相成度，此段謹テ及建議候敬具。
明治二十五年八月二十七日
仙台商業会議所早川智寛
仙台市長遠藤踊治殿491。 （太字は引用者が付したもの）
この中の太字にした箇所が， 仙台商業会議所が仙台市長に建議をした主な理由である。要する
に， 当商業会議所が行った独自の調査で． 「該市場ノ盛衰」は河原町．新河原町両町の「商勢」
のみならず「近隣各町ノ商勢」に影響し, 延いては仙台市全般の「商業上二衰退ヲ来スノ恐レ」
があることが明らかになったからであった。
このような建議を受けた仙台市会は， 同年9月26日． 「現行ノ付加税．即チ市税営業割ノ税率､
49） 「明治皇卜五年市会苛類」 （仙台市）所収○
21-125-
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地方税営業税雑種税額ノ百分ノ三十ヲ百分ノ十卜改メ．市税ノ三分ノニヲ減少セントス」ことを
盛り込んだ「第二十七号議案｣釦)を可決した。これにより，河原町市場と長町市場はほぼ同じ課
税率になったのである。
おわりに
以上，新聞記事と「小西家文瞥」などを主な手掛かりとして．明治20年代における仙台の青物
市場が， どのような経緯を経て近代的再編を遂げていったのかを検証する作業を行った。この作
業によって，少なくとも仙台の青物市場の近代化の諸相が次のようなかたちで現れていたことが
わかる。
第1に．河原町と長町に青物市場が開設したことによって，膨張傾向にあった仙台の住民への
安定的な青果物供給体制が整備きれたことである。このことは， 当時の状況に鑑みれば，近代都
市に変貌しつつあった仙台において． もはや藩政期以来の河原町の地域独占的供給体制では，仙
台の住民の要求を十分満たすことができなくなっていたこと， したがって上の如き新体制が必要
ときれていたことを意味していた。
第2に.株式会社化した青物市場において， 「所有と経営の分離」の進行がみられたことである。
この典型は明治25年8月に設立きれた「河原町新河原町共同八百屋市場」のケースである。既述
のように． 当社の株は．河原町・新河原町の広範な住民が，岩井長太郎が所有していたものを買
収したものであった。これにより，所有と経営の未分離によるいわゆるワンマン経営の弊害が除
去きれる可能性が高くなったことはいうまでもない。
第3に．青果物産地と青物市場の青果物の受託･委託関係に組織的対応がみられたことである。
この対応は．長町と河原町の両市場において．青物市場内では出品者からは入場料を徴収せず．
一定期間を経てのち，青物を出品している各町村から出品数に応じて入場料を徴収するような方
法の採用となって表れていた。いずれにせよ，組織的対応が大きな役割を果たす時代に入りつつ
あったのである。
かくして，仙台において，政治，経済をはじめ様々な分野で近代化の進展が顕著になった明治
20年代，青物市場を含む生鮮食料品流通分野においても， やはり上記の如き近代化の進展があっ
たことを確認しうるのである。
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